
来
年
４
月
、
名
古
屋
市
会
議

員
選
挙
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
、
中
川
区
で
、

江
上
ひ
ろ
ゆ
き
元
市
会
議
員
を

先
頭
に
、
議
席
奪
還
に
全
力
を

あ
げ
ま
す
。

７
月
２
日
、
日
本
共
産
党
は
、

市
議
選
政
策
を
発
表
し
ま
し
た
。

「
名
古
屋
に
住
ん
で
い
て
良
か
っ

た
」
「
名
古
屋
は
住
み
や
す
い
」

と
思
え
る
よ
う
な
、
命
と
暮
ら

し
、
雇
用
を
守
る
、
そ
し
て
、

憲
法
が
生
き
る
名
古
屋
づ
く
り

を
提
案
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
実
現
を
、
推
進
す
る
議
員

を
過
去
最
高
の
10
議
席
以
上
獲

得
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま

す
。安

倍
内
閣
は
、
景
気
低
迷
、

低
賃
金
な
の
に
消
費
税
増
税
、

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
と

暴
走
し
て
い
ま
す
。
そ
の
暴
走

か
ら
市
民
を
守
る
防
波
堤
と
な

る
名
古
屋
市
に
改
革
し
て
い
く

た
め
に
、
①
リ
ニ
ア
頼
み
の
名

古
屋
駅
前
再
開
発
な
ど
大
型
開

発
を
見
直
す

②
巨
大
な
も
う

け
を
上
げ
て
い
る
一
部
大
企
業

と
お
金
持
ち
優
遇
の
「
市
民
税

減
税
」
を
や
め
る

③
開
発
型

公
共
事
業
の
押
し
つ
け
な
ど
で

地
方
財
政
を
悪
化
さ
せ
た
国
に

対
し
、
し
っ
か
り
責
任
を
果
た

す
よ
う
求
め
る
、
と
財
政
的
保

証
も
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

来
年
の
市
会
議
員
選
挙
勝
利

め
ざ
す
中
川
キ
ャ
ラ
バ
ン
宣
伝

が
、
７
月
19
日
朝
10
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

消
費
税
増
税
を
バ
ス
、
地
下
鉄

な
ど
公
共
料
金
に
即
転
嫁
す
る

河
村
市
政
、
そ
の
提
案
に
賛
成

す
る
中
川
区
７
名
（
自
民
党
２

人
、
公
明
党
２
人
、
民
主
党
１

人
、
減
税
日
本
１
人
、
民
政
ク

ラ
ブ
（
元
減
税
日
本
）
１
人
）

の
議
員
に
対
し
江
上
ひ
ろ
ゆ
き

元
市
議
は
、
憲
法
、
暮
ら
し
な

ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の
安
倍
内

閣
の
暴
走
へ
の
防
波
堤
と
な
る

名
古
屋
市
政
を
つ
く
ろ
う
、
市

民
の
暮
ら
し
守
る
議
員
の
実
現

を
訴
え
ま
し
た
。
集
団
的
自
衛

権
の
行
使
容
認
の
閣
議
決
定
撤

回
、
憲
法
９
条
を
守
り
生
か
す

署
名
活
動
も
行
い
ま
し
た
。
あ

い
に
く
雨
降
り
の
中
で
し
た
が
、

元
気
に
訴
え
て
い
ま
し
た
。
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泣
き
叫
ぶ
議
員
の
姿
を
見
て

誰
も
が
、
な
ん
だ
こ
れ
は
、
政

務
活
動
費
と
は
何
な
ん
だ
、
と

疑
問
に
思
わ
れ
た
で
し
ょ
う
▼

名
古
屋
市
議
会
の
場
合
、
条
例

で
、
「
名
古
屋
市
会
の
議
員
の

調
査
研
究
そ
の
他
の
活
動
に
資

す
る
た
め
必
要
な
経
費
の
一
部

と
し
て
」
議
員
一
人
当
た
り
月

50
万
円

×
人
数

分
が
、

各
会
派

に
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
議
員

が
、
名
古
屋
市
政
を
監
視
し
、

市
民
の
声
を
届
け
る
活
動
に
資

す
る
た
め
に
制
定
さ
れ
て
い
ま

す
▼
名
古
屋
市
の
一
般
会
計
予

算
は
１
兆
円
。
そ
れ
以
外
に
、

交
通
局
、
上
下
水
道
局
、
病
院

局
の
予
算
も
あ
り
ま
す
。
市
民

の
た
め
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う

か
を
監
視
す
る
た
め
に
費
用
が

い
る
こ
と
は
事
実
で
す
。
し
か

し
、
市
民
の
理
解
を
得
る
に
は
、

何
に
使
っ
て
い
る
か
、
使
っ
た

内
容
、
金
額
が
市
民
に
分
か
る

こ
と
▼
私
は
現
職
中
、
１
円
以

上
の
領
収
書
を
公
開
す
る
こ
と

を
議
会
に
求
め
実
現
さ
せ
ま
し

た
。
日
本
共
産
党
市
議
団
は
、

会
計
帳
簿
も
公
開
し
て
い
ま
す
。

市
政
ア
ン
ケ
ー
ト
や
市
政
懇
談

会
も
開
催
▼
問
題
は
、
議
会
の

論
戦
に
生
か
さ
れ
市
政
が
市
民

の
た
め
に
な
る
よ
う
に
す
る
こ

と
で
す
。
も
っ
と
市
民
に
開
か

れ
た
議
会
に
す
る
改
革
が
必
要

で
す
。
そ
の
仕
事
を
す
す
め
る

議
員
め
ざ
し
全
力
尽
く
し
ま
す
。

政
務
活
動
費
っ
て

な
ん
で
す
か

江
上
ひ
ろ
ゆ
き

弁
護
士
法
律
相
談
８
月
21
日
（
木
）
午
後
６
時
半
電
話
３
６
３
‐
１
４
５
０
江
上
事
務
所

7月11日、公会堂演説会で声援にこたえる江上元市議（前列中央）

２
２
８
万
市
民
が
輝
く
『
な
ご
や
改
革
ビ
ジ
ョ
ン
』

名
古
屋
市
議
選
政
策
第
一
次
案
発
表

現
有
５
議
席
を
10
以
上
に

安
倍
暴
走
の
防
波
堤
市
政
を

市
議
選
勝
利
め
ざ
す
キ
ャ
ラ
バ
ン
日
本
共
産
党

名
古
屋
市
議
団
主
催

市
政
懇
談
会

日
時

８
月
23
日
（
土
）

午
後
１
時
半
よ
り

場
所

中
川
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー

（
中
川
運
河
長
良
橋
東
）

２面に骨子



学
生
の
皆
さ
ん
の
声
を
聞
こ

う
と
江
上
元
市
議
は
じ
め
日
本

共
産
党
中
川
区
委
員
会
は
、
７

月
８
日
、
さ
さ
し
ま
ラ
イ
ブ
地

区
（
笹
島
交
差
点
南
）
に
あ
る

愛
知
大
学
前
で
、
ビ
ラ
配
布
を

行
い
ま
し
た
。
４
月
か
ら
毎
月

１
回
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

安
倍
内
閣
が
７
月
１
日
に
集

団
的
自
衛
権
行
使
容
認
の
「
閣

議
決
定
」
を
し
た
こ
と
も
あ
り
、

「
他
国
の
戦
争
で
日
本
の
若
者

の
血
を
流
さ
せ
る
な
」
「
ブ
ラ
ッ

ク
バ
イ
ト
か
ら
学
生
生
活
を

守
ろ
う
」
と
声
を
か
け
、
日

本
共
産
党
が
発
表
し
た
政
策

提
言
を
訴
え
ま
し
た
。

学
生
の
中
に
は
自
ら
ビ
ラ

を
受
け
取
り
に
来
る
人
も
あ

り
、
特
に
ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト

に
は
関
心
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

（
上
の
写
真
は
、
ビ
ラ
配
布

す
る
江
上
元
市
議
）

名
古
屋
市
議
会
６
月
議
会

（
６
月
20
日
か
ら
７
月
７
日
）

に
お
い
て
、
日
本
共
産
党
市
議

団
は
、
集
団
的
自
衛
権
の
政
府

解
釈
に
よ
る
行

使
容
認
に
反
対

す
る
国
へ
の
意

見
書
を
提
案
し

ま
し
た
。
こ
れ

に
対
し
、
自
民

党
（
中
川
区
選

出
岡
本
、
浅
井

議
員
）
、
民
政

ク
ラ
ブ
（
減
税

日
本
か
ら
分
裂
・

中
川
区
選
出
山

嵜
議
員
）
が
反

対
し
ま
し
た
。

名
古
屋
市
議
会

で
は
、
意
見
書

は
市
議
会
の
意
思
を
表
す
も
の

と
い
う
こ
と
か
ら
全
会
一
致
を

原
則
と
し
て
い
る
た
め
不
採
択

と
な
り
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
山
口
清
明
議
員

の
質
問
に
、
河
村
市
長
は
、
集

団
的
自
衛
権
政
府
行
使
容
認
に

賛
成
と
、
答
弁
し
ま
し
た
。
憲

法
擁
護
義
務
が
あ
る
名
古
屋
市

長
と
し
て
許
さ
れ
な
い
態
度
で

す
。
山
口
議
員
は
、
厳
し
く
追

及
し
ま
し
た
。

（
上
の
写
真
は
、
６
月
議
会

の
内
容
を
説
明
す
る
党
市
議
団

市
政
懇
談
会
）

「
再
稼
働
反
対
、
川
内
も
浜

岡
も
許
さ
な
い
」
と
、
毎
週
水

曜
日
午
後
６
時
、
五
女
子
交
差

点
を
出
発
し
尾
頭
橋
ま
で
ち
ょ

う
ち
ん
デ
モ
が
続
い
て
い
ま
す
。

一
昨
年
８
月
８
日
か
ら
始
ま
っ

た
デ
モ
で
す
。
「
こ
の
力
が
、

大
飯
原
発
再
稼
働
反
対
の
判
決

を
生
ん
だ
一
つ
の
力
だ
」
と
参

加
者
は
元
気
で
し
た
。
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無
料
相
談
（
子
育
て
・
教
育
問
題
も
）

毎
週
月
・
木

午
後
６
時
半
か
ら
８
時

弁
護
士
相
談

毎
月
第
３
木
曜

江
上
ひ
ろ
ゆ
き
事
務
所
ま
で
電
話
３
６
３-

１
４
５
０

８
月
の
早
朝
宣
伝

１
日

金

近
鉄
戸
田

４
日

月

あ
お
な
み
線
小
本

５
日

火

下
之
一
色

８
日

金

高
畑

18
日

月

金
山
駅
北
口

19
日

火

名
鉄
山
王

22
日

金

昭
和
橋

26
日

火

万
場
小
橋

28
日

木

あ
お
な
み
線
荒
子

29
日

金

Ｊ
Ｒ
尾
頭
橋

７
時
半
か
ら
８
時
過
ぎ

終
戦
記
念
日
宣
伝

15
日

金

11
時

尾
頭
橋

11
時
半

五
女
子

日
本
共
産
党
の
『
な
ご
や
改
革

ビ
ジ
ョ
ン
』
骨
子

（
１
）
「
福
祉
日
本
一
」
「
子

育
て
す
る
な
ら
名
古
屋
」
を
実

現
す
る
改
革
プ
ラ
ン

第
１
の
柱

安
心
の
医
療
・

介
護
の
ま
ち
名
古
屋
を

国
民
健
康
保
険
料
１
人
１
万

円
引
き
下
げ
、
介
護
保
険
料
の

減
免
制
度
創
設
、
特
養
ホ
ー
ム

待
機
者
ゼ
ロ
め
ざ
す
建
設
な
ど

第
２
の
柱

子
育
て
応
援
、

子
ど
も
た
ち
が
輝
く
名
古
屋
を

市
立
保
育
園
廃
止
で
な
く
、

認
可
保
育
園
の
建
設
。
保
育
料

の
値
下
げ
。
小
中
学
校
給
食
費

無
料
な
ど
。

第
３
の
柱

安
心
し
て
暮
ら

し
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
名
古

屋
を敬

老
パ
ス
現
行
制
度
拡
充

（
２
）
地
域
に
根
ざ
し
た
産
業

や
中
小
企
業
を
応
援
し
、
「
働

き
や
す
さ
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
都
市

名
古
屋
」
を
め
ざ
し
ま
す

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
条
例
に
よ

る
仕
事
お
こ
し
、
公
契
約
条
例

で
、
公
共
事
業
・
委
託
事
業
の

時
給
１
０
０
０
円
以
上
に
引
き

上
げ
な
ど
を
求
め
ま
す
。

（
３
）
南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
、

放
射
能
汚
染
か
ら
市
民
を
守
る
、

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
防

災
対
策
改
革
プ
ラ
ン

大
地
震
、
原
発
事
故
へ
の
対

応
を
求
め
ま
す
。

（
４
）
「
ラ
イ
フ
エ
リ
ア
（
生

活
圏
）
」
整
備
で
、
暮
ら
し
や

す
い
ま
ち
つ
く
る
改
革
プ
ラ
ン

お
年
寄
り
が
歩
け
る
範
囲

（
小
学
校
区
）
で
、
福
祉
・
介

護
・
生
活
必
需
品
の
購
入
な
ど

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

る
ま
ち
づ
く
り
を

（
５
）
ア
ジ
ア
と
世
界
の
平
和

を
担
う
「
国
際
友
好
都
市
名
古

屋
」
へ
の
改
革
プ
ラ
ン

海
外
で
戦
争
す
る
国
づ
く
り

で
な
く
憲
法
生
か
す
ま
ち
づ
く

り
へ
。
侵
略
戦
争
と
植
民
地
支

配
へ
の
真
摯
な
反
省
を
前
提
に
、

未
来
志
向
の
南
京
市
と
の
友
好

都
市
関
係
実
現
を
。

（
６
）
不
正
を
た
だ
し
、
市
民

に
開
か
れ
た
議
会
を
め
ざ
す
改

革
プ
ラ
ン

政
務
活
動
費
の
不
正
根
絶
。

市
政
監
視
の
役
割
果
た
す
議
員

め
ざ
す
。

今
回
の
提
案
は
、
第
一
次
案

で
す
。
こ
れ
か
ら
懇
談
会
な
ど

を
区
内
で
も
開
催
し
、
市
民
の

声
を
よ
り
反
映
し
た
政
策
づ
く

り
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

江
上
ひ
ろ
ゆ
き
元
市
議
は
、

こ
の
政
策
実
現
に
全
力
尽
く
す

と
述
べ
て
い
ま
す
。

ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？

集
団
的
自
衛
権
反
対
を

集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
反
対
の
意
見
書
案
に
自
民
党
ら
反
対

河
村
市
長
は
行
使
容
認
賛
成

区
民
の
声
聞
き
充
実

「
原
発
再
稼
働
反
対
」
毎
週
続
け
て
２
年


